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報
告
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。

　

こ
こ
で
釘
﨑
徹
新
会
長
以

下
、
２
０
０
９
年
度
の
役
員
が

発
表
さ
れ
、
新
執
行
部
が
決
定

し
た
。

よ
り
効
果
的
な
支
援
へ

内
容
を
見
直
し

２
０
０
９
年
度
の
事
業
計
画

　

新
年
度
の
役
員
が
決
ま
っ
た

と
こ
ろ
で
、
仲
村
会
長
か
ら
釘

﨑
新
会
長
に
議
長
が
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
さ
れ
、
議
事
再
開
。
引

き
続
き
２
０
０
９
年
度
の
事
業

計
画
案
と
予
算
案
が
釘
﨑
会
長

か
ら
発
表
さ
れ
た
。

　

今
年
度
も
こ
れ
ま
で
ど
お

り
、①
教
育
後
援
会
主
体
事
業
、

②
学
生
の
自
主
的
諸
活
動
支

援
、
③
大
学
実
施
事
業
支
援
の

３
つ
の
柱
に
基
づ
い
て
事
業
が

計
画
さ
れ
て
い
る
。
新
規
事
業

は
な
い
も
の
の
、「
内
容
を
見

直
し
て
、
よ
り
効
果
的
な
支
援

が
で
き
る
内
容
に
し
た
い
」
と

釘
﨑
会
長
。

　

具
体
的
に
は
、
地
区
懇
談
会

開
催
や
、
教
育
後
援
会
だ
よ
り

の
発
行
（
２
回
）、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
充
実
、
国
内
大
学
視
察
な

〈
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
〉

20
周
年
記
念
事
業
を

無
事
完
遂

２
０
０
８
年
度
事
業
を
総
括

　

評
議
員
会
は
、
釘
﨑
徹
副
会

長
の
開
会
宣
言
で
ス
タ
ー
ト
。

ま
ず
、
仲
村
務
会
長
が
「
昨
年

度
は
教
育
後
援
会
20
周
年
の
記

念
行
事
が
続
き
、
あ
わ
た
だ
し

い
一
年
で
し
た
。
今
年
は
環
境

が
が
ら
り
と
変
わ
り
、
社
会
全

体
が
不
安
感
を
も
っ
て
い
て
、

学
生
の
就
職
な
ど
に
大
き
な
影

響
が
出
る
と
思
う
が
、
教
育
後

援
会
で
は
、
希
望
の
進
路
に
進

め
る
よ
う
、
学
生
を
力
強
く
支

え
る
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た

い
。
今
日
は
よ
ろ
し
く
ご
審
議

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
を
し
た
。

　

続
い
て
大
学
を
代
表
し
て
安

井
利
一
学
長
が
ス
ピ
ー
チ
。
来
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  本年度の活動について

教育後援会会長　釘﨑　徹

　2009 年度浦安キャンパス教

育後援会会長を務めさせていた

だくことになりました釘﨑と申

します。どうぞよろしくお願い

します。

　教育後援会は昨年、創立20周

年の節目の年を迎えました。本

年度は次の10年に向かって新た

な第一歩を踏み出すことになり

ます。ここで改めて本会の設立目的「保護者と大学との

連携」、「会員相互の親睦の推進」、「学生の福利厚生の増

進と課外活動への援助」を会員である保護者の皆様と共

有し、以下の４つの視点をもって本会の事業計画を実行

していきたいと思います。

１）明海大学の行動指針・ビジョンに呼応した支援活動

　保護者の意見として主張すべきは主張しながら、先生

方や大学職員の皆さんと十分な議論を重ね協調していき

たいと思います。昨年は課外活動の活性化を目指す大学

側からの要望を受けて、20周年記念事業の一環として

「常設屋外ステージ」を寄贈。本年度は今年から活動を

開始する「ジャズオーケストラ部（本紙８面参照）」の

立ち上げ・運営に関する支援を最重点課題と位置付けた

いと思います。

２）会員（保護者）の意向や要望を反映した支援活動

　昨年「20周年記念・明海大学の未来を考える」と題し、

保護者アンケートを実施しました。ご意見を総じると「子

どもたちには将来の目標や夢を持ち、その実現のために

一般常識や教養、必要なスキルを身につけてほしい。本

会にはそのサポートと就職活動に対する支援を望む」と

の声が多かったようです。その結果を踏まえ、学部教育

や各種課外活動への支援、資格取得や海外留学のための

支援、就職懇談会の開催等に注力したいと思います。

３）学生が充実した有意義なキャンパスライフを送る 

　　ための支援活動

　現役時代はもちろんのこと、卒業してからも「明海の

学食はおいしかった」とか、「キャンパスは緑が多くて

きれいだったね」とか、「学園祭は最高だった」、「福利

厚生施設は安くてよく利用したなあ」…等々、楽しかっ

た学生生活を懐かしく振りかえり、母校を誇りに思って

もらえるような環境作りをサポートしていきたいと思い

ます。

４）コミュニケーションの緊密化に関する支援

　保護者の皆さんと大学との仲介役として、その連携・

親睦に一役買うのも教育後援会の大切な事業です。その

中心となるのが全国７会場で実施している地区懇談会

（本紙２面参照）。安井学長や小泉副学長をはじめ、諸先

生方、大学職員の方にも多数ご参加いただき、お子さん

たちの生活ぶりや学業成績、就職や留学のこと等々、何

でもご相談いただけるコミュニケーションの場として、

会員の皆様には好評を博しています。また私たち教育後

援会の役員も同行しますので、保護者同士、忌憚のない

情報交換をさせていただければと思います。

　明海大学は、世界に誇る東京ディズニーリゾートを擁

する国際都市・浦安市にあります。その中核教育機関と

して「ホスピタリティ」に富んだ人間力溢れる人材を輩

出すべく、安井学長の下、教職員の皆さんが一丸となっ

て理想の学び舎造りに邁進中です。私たち教育後援会も、

近い将来、「浦安と言えば東京ディズニーリゾートと明

海大学」と並び称される日が来ることを信じて、微力な

がら明海大学の更なる発展にお役にたてるよう頑張って

いきたいと思います。会員の皆様には会報誌「潮風」（年

２回発行）や本会ホームページ（本紙８面参照）による

タイムリーな情報発信を通して、本会の活動をもっと身

近に感じていただけるよう努力して参りますので、今後

ともご理解ご協力の程、よろしくお願い申し上げます。

2009 年度事業計画
Ⅰ．教育後援会主体事業
Ａ－１　  地区教育懇談会の実施
Ａ－２　  就職懇談会の実施
Ａ－３　  教育後援会会報「潮風」の発刊
Ａ－４　  教育後援会奨学金
Ａ－５　  学生の住宅相談・紹介
Ａ－６　  卒業記念品の贈呈
Ａ－７　  卒業アルバムの贈呈
Ａ－８　  国内外大学の視察
Ａ－９　  教育後援会ホームページの充実
Ａ－ 10　学生の慶弔
Ａ－ 11　教育後援会学生表彰の実施
Ⅱ．学生の主体的諸活動支援
Ｂ－１　  課外教育活動団体の支援
Ｂ－２　  学園祭の支援
Ｂ－３　  サマーキャンプの支援
Ｂ－４　  新入生歓迎会の支援
Ｂ－５　  留学生連合会主催行事の支援
Ｂ－６　  課外教育活動団体大会出場の支援
Ｂ－７　  契約厚生施設利用の支援
Ｂ－８　  卒業パーティーの支援
Ｂ－９　  卒業アルバムの支援
Ⅲ．大学実施事業支援
Ｃ－１　 長短期学生海外留学研修派遣の支援
Ｃ－２　  就職対策の支援
Ｃ－３　  大学施設設備等の支援
Ｃ－４　  学生食堂の支援
Ｃ－５　  少人数教育の支援
Ｃ－６　  学部教育の支援
Ｃ－７　  課外教育活動団体顧問の支援
Ｃ－８　  課外教育活動団体指導者の支援
Ｃ－９　  体育会活動の支援
Ｃ－ 10　ピア・サポート・セミナーの支援

年
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
変
更

に
な
る
こ
と
に
ふ
れ
、「
他
大

学
に
は
な
い
、
基
礎
教
育
か
ら

専
門
教
育
ま
で
の
流
れ
を
構
築

し
、
将
来
の
自
己
実
現
に
つ
な

が
る
よ
う
な
き
め
細
か
い
教

育
を
目
指
し
た
い
」
と
話
し

た
。
ま
た
、「
教
育
後
援
会
と

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

円
滑
に
し
て
、
大
学
へ
の
要
望

な
ど
を
フ
ラ
ン
ク
に
話
し
て
い

た
だ
け
る
環
境
作
り
を
心
が
け

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

そ
し
て
、
仲
村
会
長
が
議
長

に
選
出
さ
れ
、議
事
に
移
っ
た
。

ま
ず
鈴
木
洋
州
学
生
支
援
課
長

か
ら
、
２
０
０
９
年
度
の
学
年

暦
、
入
試
結
果
、
在
学
生
数
、

修
学
・
就
職
支
援
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
就
職
状
況
、
夏
期
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
出
願
要
項
、
海

外
留
学
・
海
外
研
修
予
定
、
体

育
会
の
試
合
結
果

な
ど
、
大
学
の
近

　

５
月
30
日
（
土
）、
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
第
２
管
理
研
究
棟
３
階
大
会
議
室
で
２
０
０
９

年
度
教
育
後
援
会
評
議
員
会
が
開
か
れ
た
。
安
井
利
一
学
長
を
は
じ
め
と
す
る
教
職
員
ら

臨
席
の
下
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
や
収
支
決
算
報
告
、
そ
し
て
新
年
度
の
事
業
計
画
や
予

算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
た
。
厳
し
い
経
済
状
況
を
背
景
に
、
よ
り
具
体
的
で
効
果

的
な
事
業
展
開
が
求
め
ら
れ
る
一
年
と
な
り
そ
う
だ
。

へ
の
支
援
、
長
・
短
期
学
生
海

外
留
学
研
修
派
遣
の
支
援
、
就

職
懇
談
会
の
開
催
な
ど
就
職
対

策
の
支
援
、
少
人
数
教
育
の
支

援
、
学
部
教
育
へ
の
支
援
、
部
・

サ
ー
ク
ル
活
動
顧
問
教
員
へ
の

支
援
、
課
外
教
育
活
動
団
体
指

導
者
へ
の
支
援
、
体
育
会
活
動

の
支
援
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ

ナ
ー
の
支
援
な
ど
大
学
が
実
施

す
る
事
業
へ
の
支
援
な
ど
、
30

の
事
業
を
実
施
し
て
い
て
、
そ

の
成
果
や
、
収
支
決
算
な
ど
が

CONTENTS
　4~5面　キャンパスめぐり
　6~7面　就職活動

－大学がしてくれていること　

保護者ができること　

※題字「潮風」は初代理事長の故・宮田
慶三郎氏によるものです

況
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
、
２
０
０
８
年
度
の

教
育
後
援
会
の
事
業
報
告
と
決

算
報
告
が
事
務
局
よ
り
な
さ
れ

た
。
昨
年
度
の
主
な
事
業
は
、

教
育
後
援
会
主
体
事
業
と
し
て

地
区
教
育
懇
談
会
と
就
職
懇
談

会
を
、
７
カ
所
で
８
回
開
催
し

た
ほ
か
、
教
育
後
援
会
だ
よ

り
「
潮
風
」
の
発
行
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
、
25
人
の
学
生

を
表
彰
し
た
学
生
表
彰
な
ど
が

実
施
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、部
・

サ
ー
ク
ル
等
課
外
活
動
団
体
へ

の
支
援
、
学
園
祭
の
支
援
、
学

友
会
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
へ
の
協

力
・
支
援
や
、
留
学
生
連
合
会

主
催
行
事
の
支
援
、
課
外
教
育

活
動
特
別
強
化
援
助
と
い
っ
た

学
生
の
自
主
的
活
動
（
団
体
）

　

２
０
０
９
年
度
評
議
員
会

　

今
年
度
の
事
業
計
画
と

予
算
案
を
審
議　
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新役員の顔ぶれ 　※敬称略

会　長／釘﨑　徹
副会長／栗本真弓、印南彰雄、永井　通
会　計／三浦斗紀子
監　査／谷口恵子、宮本知子
幹　事／冨田美江、梅澤澄江、秋元茂樹、
　　　　吉澤真貴子、金本正和、宮本貞子、
　　　　戸澤五月、藤井慶三、吉村まゆみ、
　　　　滝口一美、山口　博、大塚政子

〈新評議員〉
　戸澤五月、中村孝徳、赤川令子、田中美代子、
　藤井慶三、吉村まゆみ、滝口一美、山口　博、
　大塚政子、山下光則、須賀智子、今井典子、
　金森友美、立川厚子、大曽根浩明、野田真由美

◇

　

審
議
の
最
後
に
、
一
年
間
会

長
を
務
め
た
仲
村
務
さ
ん
が
、

教
育
後
援
会
の
名
誉
会
員
に
推

薦
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。

４
年
間
お
疲
れ
様
で
し
た

仲
村
前
会
長
ら
に

感
謝
状
贈
呈

　

評
議
員
会
終
了
後
、
レ
ス
ト

ラ
ン
・
ニ
ュ
ー
マ
リ
ン
ズ
で
懇

親
会
が
開
か
れ
た
。

　

こ
こ
で
会
長
に
就
任
し
た
ば

か
り
の
釘
﨑
徹
さ
ん
が
ス
ピ
ー

チ
。「
単
身
赴
任
中
で
週
末
し

か
浦
安
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
な
い

が
、
皆
さ
ん
が
支
え
る
と
言
っ

て
く
れ
た
の
で
、
会
長
を
引
き

受
け
ま
し
た
。
学
生
た
ち
が

後
々
懐
か
し
く
思
え
る
学
生
生

活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
を
し
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
役
職
役
員
と
し
て
活

  

教
育
懇
談
会

２
０
０
９
年
度
も

全
国
７
カ
所
で
開
催
！

　

教
育
後
援
会
で
は
各
地
区
の

保
護
者
を
対
象
に
、「
教
育
懇

談
会
」
を
毎
年
行
っ
て
い
る
。

今
年
度
も
９
月
13
日
（
日
）
の

北
陸
地
区
を
皮
切
り
に
、
12
月

月
初
ま
で
に
全
国
７
カ
所
で
開

催
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

　

教
育
懇
談
会
で
は
、
教
職

員
か
ら
大
学
の
現
況
の
報
告

が
あ
る
ほ
か
、
学
生
一
人
ひ

と
り
の
現
状
に
つ
い
て
保
護

者
が
個
別
面
談
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
面
談

で
は
、
成
績
表
や
個

人
別
時
間
割
を
見
な

が
ら
、
成
績
・
学
習

態
度
な
ど
を
学
科
担

当
教
員
か
ら
詳
し
く

説
明
し
て
も
ら
え
る

ほ
か
、
留
学
や
就
職

に
つ
い
て
も
、
担
当

職
員
に
直
接
相
談
す

る
こ
と
が
可
能
だ
。

　

面
接
の
後
に
は
懇

親
会
も
行
わ
れ
、
保

護
者
同
士
の
交
流
の

場
に
な
っ
て
い
る
。

　

父
親
だ
け
、
母
親
だ
け
、
夫

婦
そ
ろ
っ
て
、
な
ど
参
加
の
形

は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
足
を
運
ん
で
情
報
収
集
し

て
み
て
は
い
か
が
。

※
参
加
無
料
（
会
場
へ
の
交

通
費
は
自
己
負
担
）。
詳
細

に
つ
い
て
は
各
家
庭
へ
手
紙

で
ご
案
内
。
問
い
合
わ
せ
は

教
育
後
援
会
事
務
局
（
☎

０
４
７
・
３
５
５
・
５
１
１
２
／

平
日
Ａ
Ｍ
９
～
Ｐ
Ｍ
４
）ま
で
。 ▲昨年の東北Ｂ地区の様子

ど
の
組
織
対
策
の
ほ
か
、
卒
業

パ
ー
テ
ィ
ー
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
、
学
園
祭
、
卒
業
ア
ル
バ
ム

作
成
な
ど
全
学
行
事
援
助
、
学

生
の
課
外
活
動
を
活
発
に
す
る

た
め
、
課
外
教
育
活
動
団
体
指

導
者
、
部
・
サ
ー
ク
ル
援
助
、

顧
問
援
助
、
大
会
出
場
な
ど
部

活
動
等
協
力
、
少
人
数
教
育
、

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

の
教
育
補
助
、
就
職
対
策
費
、

留
学
研
修
費
援
助
な
ど
の
学
生

関
係
活
動
対
策
費
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
度
立
ち
上
げ
る

ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
た
め

に
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の
購
入
予

定
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
審

議
の
結
果
、

事
業
計
画
、

予
算
と

も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
あ
っ
た

常
任
幹
事
、幹
事
の
役
職
を「
役

員
」
に
統
一
す
る
な
ど
、
役
員

の
構
成
見
直
し
に
伴
う
会
則
の

改
正
案
も
承
認
さ
れ
て
い
る
。

動
し
、
無
事
任
期
を
満
了
し
た

仲
村
務
さ
ん
、
藤
井
辰
巳
さ

ん
、
近
藤
弘
子
さ
ん
、
冨
永
マ

ス
エ
さ
ん
、
岡
澤
崇
行
さ
ん
の

５
人
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
た
。
代
表
し
て
仲
村
前
会

長
は
「
20
周
年
記
念
事
業
の
ひ

と
つ
で
、
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ

た
保
護
者
の
声
を
大
学
に
橋
渡

し
し
、
大
学
側
も
そ
れ
に
応
え

て
改
善
し
て
く
れ
た
こ
と
が
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
」
と
４
年

間
を
振
り
返
っ
た
。

2008 年度　一般会計決算書
（自）2008 年４月１日  （至）2009 年３月 31 日

収入の部 単位：円
科　　　目 本年度予算額 本年度決算額 増減額
会　　　費 99,132,000 99,372,000 △ 240,000
雑　収　入 0 0 0
繰　越　金 22,568,741 22,568,741 0
合　　　計 121,700,741 121,940,741 △ 240,000

支出の部
科　　目 本年度予算額 本年度決算額 増減額

事
業
費

組
織
対
策
費

会員組織費 550,000 310,275 239,725
国内外大学調査研究費 2,000,000 1,964,978 35,022
組織強化費 9,500,000 8,697,406 802,594
広報費 4,700,000 4,199,001 500,999

小　　計 16,750,000 15,171,660 1,578,340
学
生
関
係
活
動
対
策
費

全学行事援助費 28,050,000 22,353,489 5,696,511
部活動等協力費 11,520,000 6,313,885 5,206,115
教育補助 8,300,000 4,238,125 4,061,875
卒業記念品費 16,000,000 14,691,600 1,308,400
卒業アルバム制作費援助 8,000,000 5,194,580 2,805,420
就職対策費 1,000,000 648,000 352,000
留学研修費援助 10,000,000 4,670,000 5,330,000
施設整備支援 1,000,000 0 1,000,000

小　　計 83,870,000 58,109,679 25,760,321
事業費計 100,620,000 73,281,339 27,338,661

会
議
費

評議員会議 1,000,000 419,230 580,770
役員会・常任幹事会 2,000,000 1,993,820 6,180
その他会議 1,000,000 182,049 817,951
　　 会議費計 4,000,000 2,595,099 1,404,901

管
理
費

一
般
管
理
費

通信費 100,000 5,000 95,000
慶弔費 500,000 170,000 330,000
旅費交際費 80,000 0 80,000
印写事務費 800,000 731,002 68,998
業務委託費 7,000,000 6,608,676 391,324
渉外費 500,000 272,895 227,105
消耗品費 500,000 253,607 246,393
事務費 1,000,000 944,331 55,669

小　　計 10,480,000 8,985,511 1,494,489
備
品
費

什器備品費 800,000 0 800,000
　　 小　　計 800,000 0 800,000
　　 管理費計 11,280,000 8,985,511 2,294,489

予　 備 　費 5,800,741 1,102,500 4,698,241
次年度繰越金 35,976,292 △ 35,976,292
合　　　　計 121,700,741 121,940,741 △ 240,000

2009 年度一般会計予算書
（自）2009 年４月１日  （至）2010 年３月 31 日

収入の部 単位：円
科　　　目 本年度予算額 前年度決算額 増減額
会　　　費 98,320,000 99,132,000 △　812,000
雑　収　入 0 0 0
繰　越　金 35,976,292 22,568,741 13,407,551
合　　　計 134,296,292 121,700,741 12,595,551

支出の部
科　　目 本年度予算額 前年度決算額 増減額

事
業
費

組
織
対
策
費

会員組織費 550,000 550,000 0
国内外大学調査研究費 1,000,000 2,000,000 △ 1,000,000
組織強化費 9,500,000 9,500,000 0
広報費 6,000,000 4,700,000 1,300,000

小　　計 17,050,000 16,750,000 300,000

学
生
関
係
活
動
対
策
費

全学行事援助費 28,050,000 28,050,000 0
部活動等協力費 11,800,000 11,520,000 280,000
教育補助 8,300,000 8,300,000 0
卒業記念品費 13,000,000 16,000,000 △　3,000,000
卒業アルバム制作費援助 8,000,000 8,000,000 0
就職対策費 1,000,000 1,000,000 0
留学研修費援助 10,000,000 10,000,000 0
施設整備支援 3,000,000 1,000,000 2,000,000

小　　計 83,150,000 83,870,000 △　720,000
事業費計 100,200,000 100,620,000 △　420,000

会
議
費

評議員会議 1,500,000 1,000,000 500,000
役員会・常任幹事会 2,000,000 2,000,000 0
その他会議 1,000,000 1,000,000 0

会議費計 4,500,000 4,000,000 500,000

管
理
費

一
般
管
理
費

通信費 100,000 100,000 0
慶弔費 500,000 500,000 0
旅費交際費 80,000 80,000 0
印写事務費 800,000 800,000 0
業務委託費 7,000,000 7,000,000 0
渉外費 500,000 500,000 0
消耗品費 500,000 500,000 0
事務費 1,000,000 1,000,000 0

小　　計 10,480,000 10,480,000 0
備
品
費

什器備品費 800,000 800,000 0
　　 小　　計 800,000 800,000 0

管理費計 11,280,000 11,280,000 0
繰　出　金 10,000,000 0 10,000,000
予　備　費 8,316,292 5,800,741 2,515,551
合　　　計 134,296,292 121,700,741 12,595,551

2009 年度

各地区
教育懇談会

9/13（日）

北陸地区
（新潟市）
ホテルイタリア軒

10/25（日）

東海地区
（静岡市）

ホテルセンチュリー静岡

9/27（日）

信州地区
（松本市）
松本東急イン

11/8（日）

九州地区
（福岡市）

博多エクセルホテル東急

10/4（日）

東北A地区
（盛岡市）
ホテルエース盛岡

12/5（土）

関東地区
（２年次）

明海大学浦安キャンパス

10/18（日）

東北B地区
（福島市）

サンルートプラザ福島

北陸（新潟）

信州（松本）

九州（福岡）

東海（静岡）

東北 A
（盛岡）

東北 B
（福島）

関東
（２年次）

　

明
海
大
学
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス

教
育
後
援
会
の
保
護
者
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健

勝
に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝

察
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
日
頃

よ
り
、
大
学
の
運
営
に
対
し
ま

学生表彰者　※敬称略

１．表彰対象①
神　厚志 不動産学科 ㈳東京建築士会 2007 年度住宅課題賞入選

佐高英里 ＨＴ学科
㈶実務技能検定協会平成 20 年度第 86 回秘書検定試験で準 1
級合格、平成 20 年度第 85 回・86 回（受験者総数 1万 6698
人中合格者 5131 人）で総合 1位を収めた

田口淳士 ＨＴ学科 ＨＴ学部初の謝恩会を企画・実行、航空産業研究サークルを
設立

２．表彰対象②Ｂ－１
三田博之 経済学科 2008 年度空手道部主将
大饗浩希 英米語学科 2008 年度サッカー部主将
榎本昌志 不動産学科 2008 年度ヨット部主将
遠藤瑛誉 経済学科 2008 年度陸上競技部主将
山下純八 ＨＴ学科 2007 年度男子バレーボール部主将
白木洋輔 ＨＴ学科 2007・2008 年度水泳部主将
大井真梨子 不動産学科 2005・2006 年度スキー部主将
髙栁侑貴 不動産学科 2007・2008 年度スキー部主将
岡田昭彦 経済学科 2007 年度 E.S.S. 英語会部長
橋本兼朋 英米語学科 2007 年度軽音楽部アリーナ部長
横田弥花 ＨＴ学科 2006・2007 年度茶道部部長
鳴嶋雄史 経済学科 2007 年度ワンダーフォーゲル部部長
早坂直記 日本語学科 2007 年度吹奏楽部部長
張　謙 不動産学科 2007・2008 年度中国留学生会会長
葉守君 不動産学科 2007・2008 年度台湾留学生会会長
２．表彰対象②Ｂ－２
浅子一也 経済学科 2007 年度学園祭実行委員会委員長・2008 年度学友会副会長
范　勇 不動産学科 2007・2008 年度留学生連合会会長
梅澤聖一 英米語学科 2006 年度学術文化連合会会長
大川亜弓 英米語学科 2007・2008 年度卒業アルバム制作委員会委員長

平原友美 英米語学科 2008 年度スノーキャンプ実行委員会委員長・2008 年度チア
リーディング部主将

吉成麻美 ＨＴ学科 2008 年度卒業パーティー実行委員会委員長
３．表彰対象③

富井生海 経済学科
積極的にインターンシップに志願・ガイド誌モデル協力・浦
安市商店街活性化事業で中心的に活動・情報処理ティーチン
グアシスタントとして貢献

　

３
月
23
日
（
月
）、
学
位
記

授
与
式
に
続
き
、
30
周
年
記
念

館
学
生
ホ
ー
ル
で
「
学
生
表
彰

式
」
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、

書
検
定
準
一
級
試
験
で
文
部
科

学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
こ
と

を
振
り
返
り
、「
４
年
間
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
支
援
し
て
く

だ
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。
こ
の
受
賞
を
糧
に
、
こ

れ
か
ら
社
会
人
と
し
て
世
の
中

に
貢
献
し
て
い
け
る
よ
う
、
よ

り
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
教
職
員
や

保
護
者
、
在
学
生
ら
か
ら
、
温

か
い
拍
手
が
贈
ら
れ
た
。

功
労
者
に
拍
手
を
！

２
０
０
８
年
度

明
海
大
学
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
教
育
後
援
会

学
生
表
彰
式

◀
表
彰
状
を
受
け
取
る
受
賞
者

し
て
温
か
い
ご
支
援
を
頂
戴
し

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
一
年
間
、
浦

安
キ
ャ
ン
パ
ス
教
育
後
援
会
の

会
長
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
仲
村
務
様
に
は
、
教
育
後
援

ま
す
。

　

さ
て
、
今
や
、
大
学
は
「
教

育
課
程
の
充
実
」
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
ど
の
よ
う
な
子
ど
も
さ

ん
を
大
学
と
し
て
受
け
入
れ
た

い
の
か
と
い
う
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
ポ
リ
シ
ー
を
明
ら
か
に
し
、

ど
の
よ
う
な
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
展
開
し
て
い
く
か
と
い
う

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
を

明
ら
か
に
し
、
そ
し
て
ど
の
よ

う
な
人
材
を
育
て
上
げ
て
い
く

の
か
と
い
う
学
士
と
し
て
の

デ
ィ
プ
ロ
ー
マ
・
ポ
リ
シ
ー
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
す
。
こ

の
こ
と
を
通
じ
て
「
教
育
の
質

の
保
証
」
を
図
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
代
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

我
が
国
に
は
国
公
私
立
を
含

め
て
多
く
の
４
年
制
大
学
が
あ

り
ま
す
が
、
私
た
ち
明
海
大
学

の
教
職
員
は
、
皆
様
方
の
大
切

な
お
子
様
を
お
預
か
り
し
、
卒

業
ま
で
の
間
に
し
っ
か
り
と
し

た
「
明
海
大
学
の
人
間
力
」
の

形
成
を
基
盤
と
し
て
、
自
分
の

夢
を
現
実
に
手
に
入
れ
る
自
己

実
現
を
図
れ
る
よ
う
な
教
育
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
様
も
、
も
ち
ろ

ん
お
預
か
り
し
て
い
る
学
生
諸

君
に
も
満
足
度
の
高
い
教
育
を

通
じ
て
、
本
学
の
建
学
の
精
神

を
具
現
化
し
て
い
く
所
存
で

す
。

　

最
近
、
経
済
産
業
省
が
「
社

会
人
基
礎
力
」
を
提
唱
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
職
場
や
地
域

社
会
の
中
で
多
様
な
人
々
と
と

も
に
仕
事
を
行
っ
て
い
く
上
で

必
要
な
基
礎
的
な
能
力
と
し
て

「
前
に
踏
み
出
す
力
」、「
考
え

抜
く
力
」、「
チ
ー
ム
で
働
く
力
」

を
意
味
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

明
海
大
学
の
人
間
力
は
、
そ
の

よ
う
な
力
を
包
含
す
る
も
の
で

あ
り
、建
学
の
精
神
「
社
会
性
、

創
造
性
、
合
理
性
を
身
に
つ

け
、
広
く
国
際
未
来
社
会
で
活

躍
で
き
る
人
材
の
育
成
」
に
基

づ
き
、
ど
の
よ
う
な
社
会
の
変

化
が
あ
っ
て
も
自
分
の
力
で
課

題
を
解
決
で
き
る
よ
う
な
社
会

性
、
現
状
に
流
さ
れ
ず
自
分
の

目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
創
造

性
、
そ
し
て
自
己
の
確
立
を
目

指
す
合
理
性
を
包
括
的
に
身
に

つ
け
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
を
明
海
大
学
の

人
間
力
と
呼
ん
で
お
り
ま
す
。

　

浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
教
育
後
援

会
の
皆
様
と
共
に
、
子
ど
も
た

ち
の
未
来
を
創
り
あ
げ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
明
海
大
学
の
人
間
力
形
成　

─
教
育
課
程
の
一
層
の
充
実
に
向
け
て
─
」

学
長　

安
井
利
一

1177 人が旅立ちを迎えた「2008 年度学位記
授与式」（３月 23 日）。強風の影響で電車が遅
れ、予定より 30 分遅れの開始となった。

MEIKAI SPRING PHOTO SNAP

旅立ち

新生活

学位記授与で、「ＨＴ学部からは初めての
卒業生です」と安井利一学長から言葉をか
けられ、笑顔がこぼれる卒業生。

式典が終わり、会場を後にするのが名
残惜しそうな参加者たち。

舞浜のホテルで開催された「卒業記念パー
ティー」。女性は袴姿から一転、ドレスに着替え
て華やかに登場し、パーティーを楽しんでいた。

天候に恵まれた「2009 年度入学式」（４月３
日）。1532 名の新入学生と、32 名の特別聴講
生が式に臨んだ。

「この難しい時代に自分を見失わずに未来を切
り開いていくためには明海大が育成する『人間
力』が役立つだろう、大学を土台にして自分を
育ててもらいたい｣ と安井利一学長。

「先生方のもとで立派な社会人となれるように
努めていきたい」と新入生宣誓。

会
創
立
20
周
年
と
い
う
節
目

の
時
を
適
切
な
会
務
運
営
で

立
派
に
そ
の
重
責
を
果
た
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
心
か

ら
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
平
成
21
年
度
の

会
長
を
お
務
め
い
た
だ
く
釘

﨑
徹
様
に
は
、
こ
れ
か
ら
の

一
年
間
、
大
学
と
二
人
三
脚

で
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
力

を
合
わ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
を
お
願
い
し
た
い
と
存
じ

課
外
活
動
、
学
友
会
、
体
育

会
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
等
で
功
績
の
あ
っ
た
学
生

を
表
彰
し
よ
う
と
教
育
後
援

会
が
行
っ
て
い
る
も
の
。

 

「
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
教
育
後
援
会
で
は
、

他
の
学
生
の
模
範
と
な
る
学

生
や
大
き
な
成
果
を
得
た
学

生
に
対
し
て
毎
年
表
彰
を
し

て
お
り
、
今
年
で
６
年
目
に

な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ま
、

拍
手
で
祝
福
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
」
と
仲
村
務
会
長
。

　

受
賞
者
25
名
を
代
表
し
て

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
佐
高
英

里
さ
ん
（
Ｈ
Ｔ
学
科
）
は
秘

※
Ｈ
Ｔ
…
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
略
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学友会インタビュー

2009 年度役員紹介
※敬称略

①今年度の意気込みを教えてください！
②「明海大のここが好き！」を教えてください。

学友会中央委員会委員長  豊泉遼太郎（経済学科２年）

①学生のみなさんがよりよい大学生活を送れるように、
全力を尽くします。特に学内、外のマナー向上、留学生
との交流を深め、各国の文化を理解し、尊重し合えるよ
うに努力します。
②緑が多く、大学が学生の意見を尊重して、学生の意見
を取り入れてくれる所です。

学園祭実行委員会委員長　大塚優紀（経済学科３年）

①今年の学園祭は 22 回目を迎え、11 月１日～３日に開催
します。人気企画のコンサート・講演会・フリーマーケッ
トなど楽しい企画を予定しています。地域の皆様と一緒に
明海祭を創り、盛り上げていきたいと思っています。
②開かれたキャンパス・緑が多く、学生が伸び伸びと生活
を送っている様子が明海大学の自慢だと思います。

体育会連盟会会長  横山裕也（経済学科３年）

①各部活が結果を残せるように学校と一体になれるよう
努力していきたいと思っています。各部活が盛り上がるこ
とにより、学校全体も盛り上がると考えています。
②充実した設備、一番は学生みんなが生き生きしていると
ころです。

学術文化連合会会長　渡部　徳（英米語学科２年）

①昨年と基本的な部分は変わりませんが、それ以上に、さ
まざまな委員会と協力をして、今年は学園祭等の活動を通
して、より一層、大学を盛り上げていきたいと思っていま
す！
②校舎がきれいで、毎日行きたくなる雰囲気で、学業がは
かどり、よい友だちもいて、学食もおいしいところ！

留学生連合会会長　武
ブ

　炳
ヘイトウ

東（経済学科４年）

①今年の留学生連合会は国際交流をメインで活動してい
きたいと思っております。それぞれの国の留学生と日本
の学生が集まることでもっと日本語を上達させたいので、
夏の国際交流合宿にぜひ皆さん参加してほしいです。
②私は明海大学の図書館のパソコン室が好きです。今年、
更に新しくなったパソコンは、使いやすくて最高です。

卒業パーティー実行委員会委員長　松永浩昭（英米語学科４年）

①卒パ 2009 のテーマは『スイートピー』、花言葉は『思
い出』。16 人の新メンバーと共に最高の思い出になるよう
勝負をしかけます！　多くの卒業生の参加を心よりお待
ちしております。
②海が近いこと。都心に近い大学で、これだけ海に近い
のはここだけだと思います。

卒業アルバム製作委員会委員長　常盤尚輝（ＨＴ学科２年）

①４年生の思いを一枚一枚丁寧に写し、卒業アルバム委
員として最高の仕事をしたいと思っています。また、学
園祭、卒業パーティーなどの行事も積極的に記録し、卒
業生の大切な思い出となるアルバムにしたいと思います。
②大学と街を分ける塀がなく、大学が街の一部として感
じられ、学祭等でも市民の方との距離を近く感じること
ができるところが好きです。

スノーキャンプ実行委員長  横田　智（不動産学科４年）

①今年度は、自分一人では何もできないので仲間と協力
をしていきたいです。また、委員長という立場なので責
任のある行動をとってやっていきたいです。
②全部です。

　

今
年
四
月
に
着
任
し
た
ば
か

り
の
樋
口
倫
子
先
生
。
講
義
の

ほ
か
に
、
学
生
た
ち
の
メ
ン
タ

ル
面
を
支
え
る
と
い
う
大
忙
し

の
毎
日
を
送
っ
て
い
る
。

　

樋
口
先
生
は
話
す
。「
人
に

は
生
ま
れ
つ
い
て
の
気
質
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
変
え
ら
れ
ま

せ
ん
。
そ
れ
を
無
理
に
変
え
よ

う
と
す
る
か
ら
、
ス
ト
レ
ス
が

生
じ
る
。
あ
り
の
ま
ま
の
自
分

を
受
け
入
れ
、
そ
れ
を
活
か
す

道
を
考
え
る
。
こ
れ
は
就
職
な

ど
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
に
も
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
」

　

気
質
は
変
わ
ら
な
い
。
相
手

の
気
質
も
変
わ
ら
な
い
と
思
え

ば
、
的
外
れ
の
期
待
を
し
な
く

な
り
、
対
人
関
係
も
楽
に
な
る

と
説
く
。

　

ま
た
、
先
生
は
学
生
の
自
殺

者
が
全
国
的
に
増
え
て
い
る
こ

と
に
心
を
痛
め
て
い
る
。
不
況

に
よ
る
就
職
難
で
、
面
接
を
何

社
も
落
ち
続
け
て
ス
ト
レ
ス
を

た
め
た
り
、
将
来
へ
の
不
安
か

ら
希
望
が
持
て
な
か
っ
た
り
す

る
こ
と
が
原
因
で
は
な
い
か
と

樋
口
先
生
は
見
る
。

 

「
大
学
生
は
、
体
は
大
人
で
す

が
、
ま
だ
心
は
も
ろ
い
面
も
あ

る
」「
微
妙
な
変
化
に
気
づ
け

る
よ
う
に
、
同
居
な
ら
一
緒
に

食
事
を
し
、
一
人
暮
ら
し
な

ら
、
と
き
ど
き
電
話
や
手
紙
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ

て
」「
過
干
渉
で
は
な
く
、そ
っ

と
見
守
っ
て
く
れ
何
か
あ
っ
た

と
き
に
は
気
づ
い
て
く
れ
る
、

と
い
う
感
覚
は
、
学
生
た
ち
の

心
の
支
え
に
な
り
ま
す
」

　

ま
た
、
リ
ス
ト
ラ
な
ど
で
父

母
世
代
の
大
人
も
元
気
が
な
い

と
い
う
。「
大
人
が
自
分
の
生

き
方
に
満
足
し
、
人
生
を
愉
し

ん
で
い
る
こ
と
も
大
切
。
私
た

ち
は
親
の
表
情
を
見
て
影
響
を

受
け
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
生

“
あ
り
の
ま
ま
の
あ
な
た
”
を

活
か
す
道
が
き
っ
と
あ
る

外
国
語
学
部
講
師
／
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
・
学
生
相
談
室　
　
　
　

樋
口
倫
子
先
生

ひぐち・のりこ／ 1969（昭和 44）年山形
県生まれ。筑波大学大学院博士課程修了。
博士（ヒューマン・ケア科学）。2004 年に
はヘルスカウンセリング学会学会長賞を受
賞。2009 年日本保健医療行動科学会中川
賞受賞、日本糖尿病学会の会員。

き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
両

親
や
家
族
の
笑
顔
か
ら
得

て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　

最
後
に
「
学
生
相
談
室

は
生
ま
れ
持
っ
た
自
分
の

よ
さ
を
活
か
す
き
っ
か
け

づ
く
り
や
ヒ
ン
ト
が
も
ら

え
る
場
所
。
ど
ん
ど
ん
活

用
し
て
く
だ
さ
い
」
と
話

し
て
く
れ
た
。

interview
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か
？Ａ

今
の
学
生
は
、
学
内
企
業

セ
ミ
ナ
ー
や
学
外
の
合
同

企
業
説
明
会
な
ど
に
行
っ
た
と

し
て
も
、
自
分
の
気
に
な
る
、

行
き
た
い
企
業
を
１
社
、
２
社

だ
け
回
っ
て
す
ぐ
に
帰
っ
て
き

て
し
ま
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、「
知
ら
な
い
企
業
、

行
き
た
く
な
い
分
野
の
企
業
も

含
め
て
、
少
な
く
と
も
５
～
６

社
の
話
を
聞
い
て
き
な
さ
い
」

と
指
導
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
企
業
の
生
の
話
を
聞
く
こ

と
で
見
え
て
く
る
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

Ｑ
求
人
で
一
番
多
い
の
は

「
営
業
職
」
だ
と
思
い
ま

す
が
、
適
職
診
断
で
営
業
が
向

か
な
い
と
い
う
結
果
が
出
た

ら
、
初
め
か
ら
敬
遠
し
ま
す
よ

ね
。
そ
ん
な
学
生
に
は
ど
ん
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
る
の
で

す
か
？

Ａ
確
か
に
営
業
が
適
職
の
上

位
で
は
な
い
学
生
も
い
ま

す
。
営
業
と
い
う
と
「
飛
び
込

み
営
業
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

く
、「
辛
そ
う
」
と
否
定
的
な

人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
実
際
の
営
業
は
既
存
客
の

フ
ォ
ロ
ー
も
多
い
し
、
企
業
内

で
の
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

で
管
理
部
門
に
行
く
か
も
し
れ

な
い
。
お
客
様
の
要
望
を
聞
き

取
っ
て
提
案
を
し
て
い
く
と
い

う
意
味
で
は
、
営
業
は
ま
さ
に

企
画
職
と
い
っ
て
も
い
い
。

最
終
面
接
の
決
め
手
は

自
分
で
見
た
か
、

聞
い
た
か

Ｑ
実
際
の
職
場
を
知
る
と
い

う
意
味
で
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
訪

問
は
有
益
か
と
思
い
ま
す
が
、

最
近
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う

か
。Ａ

減
っ
て
き
て
い
ま
す
ね
。

個
人
情
報
保
護
法
の
関
係

も
あ
っ
て
、
大
学
が
卒
業
生
の

メ
ー
ジ
と
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

に
気
が
つ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

企
業
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
自
社

の
「
い
い
点
」
だ
け
を
見
て
入

社
さ
れ
る
の
は
不
安
な
こ
と
で

す
。
い
い
面
・
悪
い
面
、
両
面

を
理
解
し
て
ほ
し
い
、
そ
の
ほ

う
が
入
社
後
の
離
職
率
が
低
く

な
る
、
と
い
う
わ
け
で
す
。
こ

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
の
が
大

切
な
こ
と
な
の
で
す
。

希
望
職
種
は

　

狭
め
す
ぎ
ず
、

広
げ
す
ぎ
ず

Ｑ
明
海
の
学
生
の
、
希
望
の

業
種
・
職
種
は
ど
ん
な
感

じ
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
外
国
語
学
部
や
Ｈ
Ｔ
学
部

で
は
サ
ー
ビ
ス
産
業
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
あ
げ
る
学
生
が

多
い
で
す
ね
。も
ち
ろ
ん
学
部
・

学
科
に
も
よ
り
ま
す
が
、
全
体

と
し
て
、
何
か
し
ら
人
に
喜
ば

れ
る
仕
事
を
希
望
す
る
学
生
が

多
い
で
す
。

　

Ｃ
Ｍ
な
ど
で
よ
く
目
に
す
る

大
企
業
を
志
望
す
る
傾
向
も
強

く
、
小
売
業
な
ど
の
身
近
な
企

業
や
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ（
企
業
間
取
引
）

の
企
業
に
は
な
か
な
か
目
が
向

か
な
い
よ
う
で
す
ね
。

Ｑ
志
望
が
偏
ら
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
指
導
を
し
て
い
る
の
で
す

ま
ず
は

行
動
を
起
こ
そ
う
！

─
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度

Ｑ
ま
ず
は
と
っ
か
か
り
と
し

て
ど
う
い
っ
た
こ
と
を

行
っ
た
ら
よ
い
か
、
明
海
大
生

は
何
を
す
べ
き
か
、
に
つ
い
て

ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？

Ａ
５
月
に
初
め
て
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
行
い
ま
し
た
が
、

そ
の
と
き
に
話
し
た
の
が
「
ま

ず
は
行
動
を
起
こ
そ
う
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
学
生
た
ち
は
計

画
を
立
て
す
ぎ
、
失
敗
を
恐
れ

て
動
け
な
く
な
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
幼
稚
園
・
保
育
園
か
ら

大
学
ま
で
、
保
護
者
も
含
め
て

大
き
な
挫
折
経
験
を
し
て
お
ら

ず
、
不
安
が
あ
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
受
け
た
企
業
、
全

部
受
か
っ
た
と
い
う
先
輩
は
一

人
と
し
て
い
な
い
の
で
す
。
む

し
ろ
「
失
敗
を
計
画
し
な
さ

い
」、「
自
転
車
が
乗
れ
る
よ
う

に
な
る
ま
で
、
補
助
輪
を
は
ず

し
て
転
ば
な
か
っ
た
人
は
い
な

い
。
ま
ず
は
ハ
ン
ド
ル
を
握
る

こ
と
」
と
伝
え
ま
し
た
。

　

実
際
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

な
ど
で
早
く
に
行
動
を
し
、
内

定
の
早
か
っ
た
学
生
が
け
っ
こ

う
い
る
の
で
す
。

Ｑ
な
る
ほ
ど
。
で
は
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
は
い

つ
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
参
加
で

き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
大
手
の
就
職
サ
イ
ト
は
６

月
か
ら
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し

て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
イ
ベ
ン
ト
も
６
月
上
旬
か
ら

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
大
学
が
仲
介
し
て
く
れ
る

の
で
は
な
く
、
個
人
で
申

し
こ
む
の
で
す
か
？

Ａ
大
手
企
業
ほ
ど
公
平
性
を

重
ん
じ
る
傾
向
に
あ
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
募
集

が
増
え
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

そ
の
一
方
、
大
学
が
仲
介
を
し

て
い
る
企
業
も
あ
り
ま
す
。
日

本
航
空
や
舞
浜
の
ホ
テ
ル
群
な

ど
と
の
連
携
が
そ
の
一
例
で
す

ね
。Ｑ

例
え
ば
今
年
、
日
本
航
空

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を

は
じ
め
、
12
人
が
客
室
乗
務
員

と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
が
、

全
員
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加
し
た
学
生
た
ち
だ
っ
た
の
で

す
か
？

Ａ
い
い
え
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
は
必
ず
し
も
そ
の

ま
ま
就
職
に
繋
が
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
採
用
の
評
価
に

は
影
響
し
な
い
で
す
ね
。

Ｑ
で
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
意
義
と
は
何
で
し
ょ
う

か
。Ａ

一
つ
言
え
る
の
は
、
学
生

が
企
業
に
抱
い
て
い
た
イ

情
報
を
安
易
に
開
示
で
き
な
い

こ
と
も
要
因
の
一
つ
で
す
。
そ

こ
で
卒
業
生
に
大
学
に
来
て
も

ら
っ
て
話
を
し
て
も
ら
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
学
生
が
な
か
な

か
集
ま
ら
な
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
の
情
報
を
見
た
だ
け
で

「
聞
い
た
つ
も
り
」
に
な
っ
て

い
る
学
生
が
多
い
で
す
ね
。

　

で
も
そ
れ
で
は
企
業
に
都
合

の
悪
い
面
は
見
え
て
こ
な
い
。

店
舗
訪
問
も
実
際
に
足
を
運
ば

な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多

い
の
で
す
。
最
終
面
接
ま
で
進

ん
で
落
ち
て
し
ま
う
学
生
は
、

自
分
の
目
で
見
、
耳
で
聞
い
た

情
報
が
な
い
た
め
に
、
本
当
に

そ
の
企
業
に
自
分
が
入
り
た
い

の
か
ど
う
か
が「
わ
か
ら
な
い
」

の
で
、
熱
意
が
伝
わ
ら
な
い
と

い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
。

　

企
業
が
求
め
て
い
る
の
は
積

極
性
や
行
動
力
な
の
で
す
か

ら
、
そ
こ
で
差
が
出
て
し
ま
う

ん
で
す
ね
。
ま
し
て
や
現
在

は
、
例
年
は
50
人
採
用
し
て
い

た
枠
が
30
人
に
減
ら
さ
れ
て
い

る
と
い
う
状
況
。
最
後
の
選
別

は
よ
り
繊
細
な
部
分
が
決
め
手

に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

Ｑ
不
況
下
に
あ
り
、
企
業
を

総
な
め
に
す
る
ほ
う
が
よ

い
の
か
、
そ
れ
と
も
効
率
よ
く

絞
っ
て
い
っ
た
ほ
う
が
い
い
の

か
。「
落
ち
疲
れ
」
な
ど
も
気

に
な
り
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

Ａ
確
か
に
「
落
ち
疲
れ
」
と

い
う
の
は
あ
る
と
思
い
ま

す
。
一
番
危
険
な
の
は
、「
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
（
プ
ラ
ン
→
ド
ゥ
→

チ
ェ
ッ
ク
→
ア
ク
シ
ョ
ン
）」

の
「
Ｄ
」
だ
け
を
繰
り
返
し
、

失
敗
を
重
ね
る
学
生
で
す
。
企

業
は
合
格
の
点
数
を
明
示
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
学

生
一
人
ひ
と
り
に
個
別
の
戦
術

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ
面
接
で
は
、
何
を
目
的
に

学
生
生
活
を
過
ご
し
て
き

た
か
を
問
わ
れ
ま
す
が
、
１
年

か
ら
そ
れ
を
意
識
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
よ
ね
。

Ａ
は
い
。
そ
の
た
め
に
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
授
業
を
１
年

か
ら
必
修
で
受
け
さ
せ
て
お

り
、
目
的
設
定
を
さ
せ
て
い
ま

す
。
と
は
い
え
、
明
海
大
生
で

何
も
工
夫
せ
ず
過
ご
し
て
い
る

学
生
は
い
ま
せ
ん
。
全
員
、
何

か
し
ら
の
も
の
に
取
り
組
ん
で

い
る
、
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま

す
。
要
は
そ
の「
自
分
の
よ
さ
・

Ｐ
Ｒ
ポ
イ
ン
ト
」
に
気
が
つ
い

て
い
な
く
て
、
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
を
書
け
な
い
学
生
が
い

る
ん
で
す
ね
。

Ｑ
そ
う
な
っ
た
ら
、
学
生
支

援
課
を
頼
れ
ば
よ
い
？

Ａ
は
い
。
疑
問
・
質
問
な
ど
、

持
っ
て
き
て
く
れ
れ
ば
応

え
る
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

「
や
っ
て
い
る
の
か
？
」

よ
り

「
応
援
す
る
よ
」
の一

言
を

Ｑ
で
は
最
後
に
、
わ
れ
わ
れ

が
父
と
し
て
、母
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
と
ど
う
い
う
関
わ

り
を
持
っ
た
ら
よ
い
の
か
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
ま
せ
ん

か
。
昨
年
、
保
護
者
を
対
象
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、「
就

職
活
動
を
子
ど
も
に
ど
の
よ
う

に
意
識
づ
け
し
た
ら
よ
い
か
不

安
」
と
い
う
声
が
多
数
あ
り
ま

し
た
。

Ａ
温
か
い
言
葉
を
か
け
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
学

生
た
ち
は
自
分
な
り
に
頑
張
っ

て
い
る
の
に
、「
ち
ゃ
ん
と
就

職
活
動
し
て
る
の
か
？
」
と
言

わ
れ
て
し
ま
う
と
「
わ
か
っ
て

い
な
い
」
と
感
じ
て
し
ま
う
。

　

子
ど
も
の
い
い
と
こ
ろ
を
一

番
知
っ
て
い
る
の
は
親
。「
お

前
に
は
こ
ん
な
い
い
と
こ
ろ
が

あ
る
よ
な
」「
お
前
だ
っ
た
ら

絶
対
に
大
丈
夫
だ
よ
」「
だ
ま

さ
れ
た
と
思
っ
て
信
じ
て
動
い

て
み
て
」
と
一
声
か
け
れ
ば
、

顔
が
変
わ
り
ま
す
よ
！

Ｑ
普
段
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
大
事
と
い

今
年
は
就
職
だ
な
。
人
生
の
先

輩
と
し
て
多
少
は
ア
ド
バ
イ
ス

し
て
や
れ
る
か
も
。
相
談
に
の

る
よ
」
と
い
う
よ
う
な
、
温
か

い
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
け
る

と
ほ
っ
と
す
る
と
思
い
ま
す

よ
！！

■学生支援課（就職支援担当）と就職資料室
　職業安定法に基づき、職業紹介をはじめ、キャ

リア形成にかかわる業務を扱っている。求職の

登録、活動報告、内定報告などの手続きや、将

来の進路・職業の相談、インターンシップや資

格取得に関する相談に応じている。

▽場所　浦安キャンパス内「管理研究棟」２階

▽受付時間

　授業時　　　月～金　ＡＭ９～ＰＭ８

　　　　　　　土　　　ＡＭ９～ＰＭ３

　学生休暇時　月～金　ＡＭ９～ＰＭ５

　　　　　　　土　　　ＡＭ９～ＰＭ１

▽明海大学キャリアサポートセンターのホームページ

　http://leo.meikai.ac.jp/~syusyoku/

▲壁には就職関連の情報がズラリと掲示さ

れている

   
気
に
な
る
就
職
活
動

大
学
が
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と   

　

保
護
者
が
で
き
る
こ
と   

　         

 

「
１
０
０
年
に
一
度
の
大
不
況
」、「
就
職
氷
河
期
」
と
言
わ
れ
、
わ
が
子
の
就
職
に
つ
い
て
頭
を

抱
え
て
い
る
方
も
多
い
は
ず
。
３
年
生
は
も
ち
ろ
ん
、
１
年
生
で
あ
っ
て
も
の
ん
び
り
と
し
て
は

い
ら
れ
な
い
現
状
だ
。

　

今
回
は
釘
﨑
会
長
が
、
就
職
に
不
安
を
抱
え
る
保
護
者
の
一
人
と
し
て
、
学
生
支
援
課
（
就
職

支
援
担
当
）
の
船
木
悟
朗
主
幹
に
話
を
う
か
が
っ
た
。
大
学
が
行
っ
て
い
る
就
職
支
援
と
は
、
そ

し
て
保
護
者
が
で
き
る
こ
と
と
は
何
だ
ろ
う
か
。

う
こ
と
で
す
よ
ね
。

Ａ
た
と
え
普
段
の
会
話

が
な
か
っ
た
親
子
で

も
、
就
職
を
機
に
話
を
す

る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
ん

で
す
。

　

良
い
よ
う
に
思
え
て
そ

う
で
も
な
い
の
は
、「
あ

な
た
の
人
生
だ
か
ら
好
き

な
よ
う
に
決
め
て
い
い

よ
」
と
い
う
言
葉
。
こ
こ

に
来
て
親
か
ら
突
き
放
さ

れ
る
の
は
学
生
に
と
っ
て

は
酷
な
こ
と
。「
お
前
も

 

６
月
20
日

（
土
）
に
浦

安
キ
ャ
ン
パ

ス
で
行
わ
れ

た
『
関
東
地

区
就
職
懇
談

会
』。
昨
年

の
倍
の
申
し

込
み
が
あ

り
、
大
教
室

は
ほ
ぼ
満

席
。
両
親

揃
っ
て
の
参

加
が
多
く
、

「
少
し
で
も

早
く
情
報
収

集
を
！
」
と

の
親
心
が
う

か
が
え
た
。

で
就
職
難
に
な
り
始
め
て
明
確

に
公
務
員
を
志
望
す
る
こ
と

に
。
採
用
試
験
の
準
備
は
大
学

３
年
の
夏
か
ら
本
格
化
。
４
年

の
春
か
ら
は
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル

や
通
信
教
育
な
ど
で
力
を
補
完

し
ま
し
た
」
と
語
っ
た
。
そ
の

後
「
公
務
員
は
安
定
し
た
職
業

と
言
え
ま
す
が
、
昨
今
の
公
務

員
改
革
で
待
遇
は
昔
よ
り
悪
く

な
っ
て
い
て
、
旧
態
依
然
の
ま

ま
で
も
い
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
公

務
員
の
苦
労
の
一
端
も
披
露
。

「
国
家
公
務
員
は
国
を
、
地
方

公
務
員
は
地
域
の
方
々
と
一
緒

に
地
域
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
仕
事
だ
と
、
16

年
目
に
し
て
感
じ
始
め
て
い
ま

す
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　

平
松
氏
は
「
就
職
活
動
は
大

学
３
年
の
春
か
ら
。
志
望
は
、

新
し
い
も
の
好
き
の
自
分
の
特

性
か
ら
Ｉ
Ｔ
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

に
。
両
親
か
ら
『
実
力
主
義
の

業
界
を
選
べ
！
』
と
ア
ド
バ
イ

ス
さ
れ
、
30
年
以
上
働
く
具
体

的
な
必
要
性
も
説
か
れ
ま
し

た
。と
て
も
有
難
か
っ
た
で
す
」

　

採
用
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て

は
「
最
近
は
お
と
な
し
く
て
良

い
子
が
多
く
相
手
の
様
子
を
探

る
の
が
う
ま
い
。
し
か
し
企
業

が
好
印
象
を
持
つ
の
は
『
へ
こ

た
れ
な
さ
そ
う
な
具
体
的
ア
ク

シ
ョ
ン
』
や
『
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
役
割
の
理

解
と
そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
達
成

へ
の
意
識
』。
大
学
名
で
は
マ

不
況
下
の
就
職
活
動　

親
も
情
報
収
集
し
て
応
援
！

参
加
者
が
昨
年
の
倍
に

◀
ほ
ぼ
満
席
の
会
場

▶
左
か
ら
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
遠

藤
和
氏
（
Ｇ
Ｃ
Ｄ
Ｆ
―
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）、
学
生
の

出
利
葉
和
美
さ
ん
、
小
池
英
里
佳
さ

ん
、
毛
利
玲
子
さ
ん
、
梅
谷
隆
広
さ

ん
、
内
山
直
也
さ
ん
、
田
中
彩
央
里

さ
ん

就 職

懇 談 会

わ
が
子
と
の
会
話
で
「
？
？
？
」
と
な
ら
な
い
よ
う

知
っ
て
お
き
た
い

就
活
（

し
ゅ
う
か
つ
）

用
語

■
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
診
断

　

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
は
行
動
特
性
（
行
動
力
）
の
こ
と
。
そ
の

人
が
本
来
発
揮
で
き
る
能
力
や
、
補
う
べ
き
能
力
を
科
学
的
に
判

断
す
る
。
７
月
末
ま
で
、
明
海
大
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
無
料
で

受
検
が
で
き
る
。

■
Ｓ
Ｐ
Ｉ

　

総
合
適
性
検
査
（Synthetic　

Personality　

Inventory

）

の
略
。
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
で
、
志
望
者
の
適
性
を
手
軽
に
検
査

で
き
る
た
め
、
多
く
の
企
業
が
採
用
し
て
い
る
方
式
。
明
海
大
で

は
対
策
の
集
中
講
座
や
模
擬
試
験
を
随
時
行
っ
て
い
る
。

■
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

明
海
大
学
で
は
５
月
か
ら
ほ
ぼ
毎
月
行
っ
て
い
る
。
そ
の
時
々

の
心
構
え
や
注
意
点
、
動
向
な
ど
の
情
報
提
供
を
行
う
。
開
催
日

は
学
生
支
援
課
の
掲
示
板
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
る
。
も

ち
ろ
ん
参
加
は
無
料
。

■
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度

　

一
定
の
期
間
、
企
業
の
な
か
で
就
業
体
験
が
で
き
る
仕
組
み
。

基
本
的
に
は
賃
金
は
支
払
わ
れ
な
い
。
３
年
生
の
夏
休
み
を
利
用

す
る
学
生
が
多
い
。

■
就
職
情
報
サ
イ
ト

　

就
職
活
動
に
役
立
つ
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
て

い
る
も
の
。
企
業
検
索
や
企
業
説
明
会
へ
の
予
約
、
セ
ミ
ナ
ー
の

予
約
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
登
録
な
ど
が
で
き
る
。
ま
た
登
録
者

に
は
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
情
報
誌
が
届
け
ら
れ
る
。

　

就
職
情
報
サ
イ
ト
の
大
手
は
、㈱
リ
ク
ル
ー
ト
の「
リ
ク
ナ
ビ
」、

㈱
毎
日
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
「
マ
イ
ナ
ビ
」、
エ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
㈱
の
「
ｅ
ｎ　

学
生
の
就
職
情
報
」、
㈱
デ
ィ
ス
コ
の
「
日

経
就
職
ナ
ビ
」
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
６
月
ご
ろ
よ
り
随
時
公
開
。

多
く
の
学
生
が
登
録
し
利
用
し
て
い
る
。

　

明
海
大
学
で
は
学
生
が
使
用
で
き
る
た
く
さ
ん
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
が
用
意
さ
れ
、
利
用
方
法
な
ど
の
支
援
も
し
て
い
る
の
で
、
自

宅
に
パ
ソ
コ
ン
が
な
く
て
も
大
丈
夫
。

■
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
（
Ｅ
Ｓ
）

　

企
業
が
用
意
し
て
い
る
面
接
前
の
第
一
関
門
。
氏
名
や
連
絡
先

な
ど
の
ほ
か
に
、「
自
己
紹
介
を
し
て
く
だ
さ
い
」「
あ
な
た
が
大

学
生
活
で
も
っ
と
も
重
視
し
た
こ
と
は
」
な
ど
、
企
業
か
ら
の
設

問
に
対
し
て
自
由
に
記
述
す
る
。
資
料
請
求
を
し
た
際
に
一
緒
に

送
ら
れ
て
く
る
場
合
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
入
力
す
る
場
合
と

が
あ
る
。

■
内
々
定
・
内
定

　

筆
記
試
験
や
面
接
な
ど
を
ク
リ
ア
し
、
最
終
面
接
後
に
電
話
や

メ
ー
ル
、
口
頭
な
ど
で
伝
え
ら
れ
る
の
が
「
内
々
定
」、
入
社
の

誓
約
書
を
正
式
に
交
わ
せ
ば
「
内
定
」
と
な
る
。

▶
学
生
支
援
課

イ
ナ
ス
ス
タ
ー
ト
だ
が
、
21
世

紀
は
個
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
す

る
時
代
。
負
け
犬
根
性
を
持
た

ず
、
明
海
大
の
ブ
ラ
ン
ド
を
一

緒
に
作
っ
て
行
き
た
い
」。

　

今
年
の
就
職
内
定
者

　

～
六
者
六
様
の
就
職
活
動

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
は
今
年

の
内
定
者
６
人
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。

 

「
早
く
動
い
た
。
３
年
の
６
月

に
、
あ
る
ホ
テ
ル
に
直
接
電
話

を
し
、
８
月
に
は
内
々
定
を
得

た
。
で
も
ブ
ラ
イ
ダ
ル
は
捨
て

が
た
く
、
そ
の
後
は
ブ
ラ
イ
ダ

ル
に
し
ぼ
っ
た
。
面
接
で
は
あ

り
の
ま
ま
自
分
を
出
し
て
“
粗

削
り
の
魅
力
”を
売
り
込
ん
だ
」

（
ブ
ラ
イ
ダ
ル
／
女
子
）

 

「
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
段
階

で
は
学
歴
差
別
が
あ
る
こ
と
を

感
じ
た
が
、
あ
る
一
線
を
超
え

る
と
い
き
な
り
人
物
重
視
に
。

今
年
は
光
る
も
の
を
持
っ
て
い

る
者
に
は
チ
ャ
ン
ス
。
１
社
内

定
が
決
ま
っ
た
時
の
『
不
況
下

で
内
定
を
も
ら
え
た
、
ス
ゴ

イ
！
』
と
い
う
親
の
言
葉
は
そ

の
後
の
支
え
に
な
っ
た
」（
金

融
／
男
子
）

 

「
３
年
か
ら
エ
ア
ラ
イ
ン
ス

ク
ー
ル
に
。
知
ら
な
い
人
た
ち

に
『
私
の
第
一
印
象
を
言
っ
て

く
だ
さ
い
』
と
お
願
い
し
て
自

己
分
析
。
面
接
に
役
立
て
た
」

（
航
空
会
社
の
客
室
乗
務
員
／

女
子
）

 

「
親
か
ら
は
、
不
動
産
は
不
安

定
、
好
き
に
し
て
い
い
が
ア
ド

バ
イ
ス
は
さ
せ
て
も
ら
う
と
言

わ
れ
た
。
し
か
し
就
職
活
動
で

辛
い
時
期
に
は
や
は
り
親
の
支

え
は
心
強
か
っ
た
」（
不
動
産

／
男
子
）

 

「
１
０
０
社
に
エ
ン
ト
リ
ー
、

最
初
は
全
部
落
ち
た
が
コ
ツ
を

心
得
て
か
ら
は
書
類
で
は
落
ち

な
く
な
っ
た
。面
接
で
は
高
校
・

大
学
で
成
績
優
秀
者
だ
っ
た
の

を
ア
ピ
ー
ル
」（
Ｉ
Ｔ
／
女
子
）

 

「
友
人
に
自
分
の
長
所
・
短
所

を
聞
い
て
自
己
分
析
。
お
か
げ

で
笑
顔
と
明
る
さ
に
自
信
を

持
っ
て
面
接
に
臨
め
た
。
就
職

活
動
で
は
小
さ
な
こ
と
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
成
長

発
見
に
つ
な
が
る
。
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
な
る
の
で
ご
両
親
は

あ
ま
り
言
わ
な
い
で
！
」（
大

手
企
業
の
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ

ス
／
女
子
）

　

参
加
者
か
ら
も

　

『
た
め
に
な
っ
た
』
の
声

　

会
場
で
参
加
者
に
感
想
を
聞

い
て
み
た
。

 

「
具
体
的
で
わ
か
り
や
す
か
っ

た
。
親
と
し
て
の
注
意
点
も
わ

か
り
ま
し
た
（
英
米
文
学
科
３

年
女
子
の
保
護
者
／
千
葉
市
）」

 

「
学
生
の
生
の
声
が
聞
け
て
良

か
っ
た
。
昨
年
は
１
人
で
来
た

が
今
年
は
妻
も
誘
っ
た
（
Ｈ
Ｔ

２
年
女
子
の
保
護
者
／
埼
玉
）」

 

「
厳
し
い
就
職
環
境
で
少
し
で

も
早
め
に
情
報
を
と
参
加
。
参

考
に
な
り
ま
し
た
（
Ｈ
Ｔ
２
年

女
子
の
保
護
者
／
県
内
）」

※
懇
談
会
の
詳
し
い
記
事
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
中（
ア
ド
レ
ス
は
８
面
）。

企
業
で
は
依
然
人
手
不
足
が
続

き
、
業
種
別
で
も
金
融
は
０
・

21
倍
だ
が
流
通
は
４
・
66
倍
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
。「
大
手
・

人
気
業
種
に
偏
ら
な
い
柔
軟
性

が
大
事
」
と
訴
え
た
。

　

最
後
に
、
内
定
後
に
親
子
の

意
見
が
食
い
違
っ
て
進
路
に
悩

む
事
例
を
引
き
、
親
の
対
応
や

一
言
が
意
外
に
大
き
く
影
響
す

る
こ
と
を
指
摘
。「
親
は
諦
め

さ
せ
ず
に
一
緒
に
考
え
」、「
最

後
の
意
思
決
定
は
自
分
で
さ
せ

る
」
こ
と
を
勧
め
た
。

　

Ｏ
Ｂ
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

Ｏ
Ｂ
を
招
い
て
の
『
私
の
就

職
体
験
を
語
る
』
で
は
、
千
葉

県
庁
勤
務
の
山
下
英
之
氏
（
外

国
語
学
部
英
米
文
学
科
３
期
卒

業
）
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関

連
の
企
業
に
勤
め
、
今
年
度
の

採
用
チ
ー
ム
の
一
員
で
も
あ
る

平
松
賢
太
郎
氏
（
不
動
産
学
部

７
期
卒
業
）
の
２
人
が
登
場
。

　

山
下
氏
は
「
高
校
時
代
か
ら

公
務
員
に
興
味
。
バ
ブ
ル
崩
壊

　

明
海
大
の
支
援
シ
ス
テ
ム
は

　

不
況
に
も
強
い
？

　

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
長
の
下
田
直
樹
経
済
学
部

長
は
大
学
の
就
職
支
援
に
つ
い

て
説
明
。
昨
年
度
は
就
職
希
望

者
の
89
・
３
％
が
就
職
、
特
に

第
１
期
生
を
送
り
出
し
た
Ｈ
Ｔ

学
科
の
就
職
率
は
98
％
！　

多

く
が
専
門
を
生
か
せ
る
業
界
へ

就
職
で
き
た
と
紹
介
し
た
。

　

今
年
に
つ
い
て
は
「
５
月
現

在
で
の
就
職
状
況
は
不
況
の
た

め
、
相
当
厳
し
い
。
内
定
を
獲

得
し
て
い
な
い
学
生
を
全
力
挙

げ
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き

ま
す
」
と
触
れ
た
。

　

そ
の
後
、
就
職
支
援
シ
ス
テ

ム
を
具
体
的
に
説
明
。「
１
年

次
か
ら
就
職
の
た
め
の
各
種
講

座
を
受
講
で
き
、
就
職
に
役
立

つ
資
格
取
得
を
卒
業
単
位
と
し

て
認
定
す
る
シ
ス
テ
ム
も
あ

る
。
特
に
“
資
格
等
奨
励
奨
学

金
”
は
私
立
大
学
で
は
非
常
に

珍
し
い
取
り
組
み
」
と
話
し
た

　

厳
し
い
経
済
環
境
で
の
就
職

　

大
学
も
全
面
的
に
支
援

　

冒
頭
、
教
育
後
援
会
釘
﨑
徹

会
長
は
「
今
日
の
懇
談
会
で
皆

さ
ま
の
疑
問
や
不
安
を
少
し
で

も
解
消
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
挨
拶
。
さ
ら
に
「
大
学
か
ら

渡
さ
れ
る
“
キ
ャ
リ
ア
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
”
は
珠
玉
の
一
冊
、
ぜ

ひ
読
ん
で
み
て
。
就
職
支
援
担

当
に
相
談
す
る
こ
と
も
お
勧
め

し
ま
す
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

安
井
利
一
学
長
は
、
た
く
ま

し
い
人
間
力
の
育
成
を
目
指
す

旨
を
述
べ
た
あ
と
、「
昨
年
度
、

内
定
取
り
消
し
を
受
け
た
学
生

に
は
卒
業
延
期
措
置
を
取
る
な

ど
し
て
機
敏
に
対
応
し
ま
し

た
」と
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。

あ
と
、
大
学
が
進
め
て
い
る
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
の
開
拓
や

産
学
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

な
ど
に
つ
い
て
語
り
、
最
後
に

「
大
学
は
、
学
生
の
就
職
活
動

を
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
る
」
と
強
調
し
て
話
を
結

ん
だ
。

　

講
演
―
父
母
の
た
め
の

　

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

次
に
㈱
リ
ア
セ
ッ
ク
代
表
取

締
役
・
近
藤
賢
氏
が
「
就
職
環

境
と
親
が
子
供
に
し
て
あ
げ
ら

れ
る
サ
ポ
ー
ト
」
と
題
し
て
講

演
を
行
っ
た
。

 

「
現
在
の
求
人
倍
率
は
１
・
62

倍
で
昨
年
よ
り
０
・
52
ポ
イ
ン

ト
低
下
。
し
か
し
10
年
前
の
就

職
氷
河
期
と
比
べ
て
悲
観
す
る

ほ
ど
で
は
な
い
」
と
し
、｢

今

回
の
不
況
で
は
環
境
ビ
ジ
ネ

ス
、
介
護
・
福
祉
、
農
業
分
野

に
労
働
力
が
シ
フ
ト
、
東
ア
ジ

ア
経
済
圏
の
重
要
度
も
増
し
て

く
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
１
０
０
０
人
未
満
の

３
年
生
対
象

４月 ・産学連携教育プログラム

５月 ・就職ガイダンスⅠ「就活に必要な諸手続き他」

６月 ・コンピテンシー診断テスト開始①

・就職ガイダンスⅡ「就職活動報告会、業種・業界・職種と採用テスト」

・夏季インターンシップガイダンス

・ＳＰＩ対策模試①　　　・ＳＰＩ解き方講座①

・就職ガイダンスⅢ「コンピテンシー診断に基づく自己分析について」

７月 ・就職講座Ⅰ「自分のことを話す・書く・伝える」

８月 ・ＳＰＩ対策集中講座　　　・夏季インターンシップ

９月 ・公務員試験対策スタート講座

10 月 ・コンピテンシー診断テスト②　　　・女子学生のための就職メイク講座

・就職ガイダンスⅣ「エントリーシート対策」

・リクルートスーツ着こなし講座

・就職講座Ⅱ「エントリーシート対策」　　　・業界研究セミナー①

11 月 ・ＳＰＩ対策模試②　　　・業界研究セミナー②

・エントリーシート対策模擬テスト

・就職ガイダンスⅤ「面接対策・ＧＤ対策」

・春季インターンシップガイダンス

・就職講座Ⅲ「面接対策」　　　・ＳＰＩ解き方講座②

12 月 ・留学生のための就職ガイダンス　　　・履歴書用写真学内撮影会①

・千葉県 28 大学合同企業セミナー（幕張メッセ）

・就職講座Ⅵ「グループ・ディスカッション対策」

１月 ・履歴書用写真学内撮影会②　　　・直前ガイダンス

・学内企業セミナー①

２月 ・警察官・消防官受験対策講座　　　・春季インターンシップ

４
年
生
対
象

５月 ・学内企業セミナー①　　　・外国人留学生対象合同セミナー

６月 ・学内企業セミナー②　　　・学内企業説明会

10 月 ・学内企業セミナー③　　　・紹介予定派遣セミナー

11 月 ・就活応援セミナー

２月 ・卒業前に決める就職応援セミナー

2009年度　就職支援行事年間スケジュール



 第 32号 (8)　し　お　か　ぜ

期
待
の
新
星
！

ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部

自
然
と
の
一
体
感
を
求
め
て
い
ざ
海
原
へ
！

ヨ
ッ
ト
部

変
に
対
応
し
な
く
て
は
な
ら

ず
、
帆
を
上
げ
た
ら
最
後
ま
で

集
中
力
が
欠
か
せ
な
い
非
常
に

厳
し
い
ス
ポ
ー
ツ
。「
練
習
で

は
苦
し
い
こ
と
の
方
が
多
い
」

と
語
る
部
員
た
ち
だ
が
、
他
の

ス
ポ
ー
ツ
と
違
っ
て
自
然
と
一

体
に
な
れ
る
爽
快
感
、
そ
し
て

何
よ
り
も
「
大
会
本
番
で
の
緊

張
感
と
達
成
感
が
何
と
も
言
え

な
い
」
の
だ
と
か
。

　

監
督
は
「
ヨ
ッ
ト
を
通
し
て

物
事
を
簡
単
に
あ
き
ら
め
な
い

忍
耐
力
と
努
力
す
る
大
切
さ
を

の
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
全

日
本
イ
ン
カ
レ
で
優
勝
す
る
た

め
に
、
部
員
一
丸
と
な
っ
て
頑

張
り
ま
す
！
」
と
３
年
生
で

キ
ャ
プ
テ
ン
の
田
上
大
輔
さ

ん
。
最
近
で
は
関
東
大
会
な
ど

で
好
成
績
を
残
し
て
い
る
。

　

体
育
会
や
部
活
動
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
は
、
学
生
生
活
に
活
気
や
友
情
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
。
大
会

で
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
れ
ば
、
大
学
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
一
石
二
鳥
に
も
三
鳥
に
も
な

る
と
い
う
も
の
。
頑
張
っ
て
い
る
学
生
た
ち
を
、
ぜ
ひ
応
援
し
よ
う
！

　

は
た
し
て
14
年
ぶ
り
の
全
日

本
イ
ン
カ
レ
出
場
は
あ
る
か

！？

今
後
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

　

数
年
前
ま
で
の
ヨ
ッ
ト
部
は

趣
味
と
し
て
の
活
動
が
主
だ
っ

た
。
４
年
前
に
国
府
田
由
隆
監

督
が
就
任
し
て
か
ら
は
「
全
日

本
制
覇
」
を
目
標
に
定
め
、
そ

れ
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
部
へ

と
変
貌
を
遂
げ
た
。

　

現
在
の
部
員
は
10
名
（
う
ち

女
子
２
名
）。
週
末
・
祝
日
の

朝
７
時
半
に
は
稲
毛
の
浜
に
集

合
し
、
夕
方
４
時
過
ぎ
ま
で
海

で
練
習
す
る
。

　

ヨ
ッ
ト
は
風
・
波
な
ど
複
合

的
な
条
件
に
合
わ
せ
て
臨
機
応

　

人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
走
り

ま
わ
り
、
び
っ
し
ょ
り
と
汗
を

流
す
ラ
グ
ビ
ー
部
の
面
々
。
宮

久
保
和
樹
主
将
（
４
年
）
を
中

心
に
、
部
員
16
人
が
秋
季
大
会

に
向
け
て
練
習
を
重
ね
て
い

る
。

　

顧
問
の
熊
沢
基
之
さ
ん
は
部

の
Ｏ
Ｂ
。
顧
問
に
就
任
し
た
当

時
は
部
員
が
８
人
し
か
い
な

か
っ
た
が
、
年
々
部
員
を
増
や

し
て
き
た
。

「
今
は
残
念
な
が
ら
関
東
リ
ー

グ
最
下
の
６
部
で
す
が
、
実
戦

に
向
け
た
練
習
に
力
を
入
れ
て

い
け
ば
、
十
分
に
５
部
以
上
に

あ
が
る
実
力
を
持
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
」
と
熊
沢
さ
ん
。
宮

久
保
主
将
も
「
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス

を
重
視
し
、
タ
ッ
ク
ル
の
練
習

に
力
を
入
れ
た
い
」
と
話
す
。

「
走
る
の
は
体
力
を
つ
け
れ
ば

よ
い
話
で
す
が
、
生
身
の
人
間

同
士
が
ぶ
つ
か
る
の
は
勇
気

が
い
る
。（
部
員
に
対
し
て
は
）

怪
我
を
し
な
い
よ
う
に
体
の
ケ

ア
は
ち
ゃ
ん
と
し
ろ
よ
、
と

言
っ
て
い
ま
す
。
故
障
で
人
数

が
減
る
の
も
困
り
ま
す
か
ら
」

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

し
た
い
こ
と
は
何
か
あ
り
ま
す

か
と
の
問
い
に
は
、「
こ
れ
だ

け
充
実
し
た
環
境
が
あ
っ
て
、

欲
は
言
え
ま
せ
ん
。
あ
え
て
お

願
い
で
き
る
な
ら
…
試
合
の
応

援
に
来
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い

で
す
！
」
と
の
こ
と
。

 

「
高
校
に
比
べ
、
大
学
の
関
東

リ
ー
グ
は
６
部
も
あ
る
の
で
強

豪
チ
ー
ム
と
ぶ
つ
か
る
機
会
が

あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
が
逆
に『
這

い
上
が
っ
て
こ
い
よ
！
』
と
言

わ
れ
て
い
る
気
が
す
る
」
と
主

将
。
そ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
ぜ

ひ
リ
ー
グ
５
部
昇
格
を
！

※
部
員
募
集
中　

☎
０
４
７
・

３
５
５
・
５
１
１
８
熊
沢

　

映
画
『
ス
ウ
ィ
ン
グ
ガ
ー
ル

ズ
』
の
ヒ
ッ
ト
で
人
気
が
高

ま
っ
た
ジ
ャ
ズ
。
明
海
大
に
こ

の
４
月
、
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
部
が
新
設
さ
れ
期
待
を
集
め

て
い
る
。

　

現
在
、
部
員
は
11
人
。
や
る

気
満
々
の
未
経
験
者
か
ら
、
千

葉
県
で
唯
一
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
部

の
あ
る
県
立
富
里
高
等
学
校
で

部
長
を
経
験
し
た
学
生
ま
で
、

熱
意
あ
る
11
人
が
集
ま
っ
た
。

　

そ
こ
に
強
力
な
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
く
れ
る
の
が
、
世
界
的
に

活
躍
す
る
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス

ト
・
椎
名
豊
さ
ん
。
ミ
シ
ガ
ン

州
立
大
学
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
う
な
ど
ジ
ャ
ズ
教
育
に
も

力
を
注
い
で
い
る
人
物
が
、
監

督
就
任
を
快
諾
し
て
く
れ
た
。

　

創
部
に
奔
走
し
た
顧
問
の
本

間
勝
先
生
（
不
動
産
学
部
専
任

講
師
）
は
、「
音
楽
は
世
界
の

共
通
言
語
。
国
際
感
覚
を
養
う

意
味
で
、
大
学
の
教
育
理
念
に

も
マ
ッ
チ
し
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
ま
た
今
年
度
、
明
海

大
の
特
別
入
試
の
対
象
に
も

な
っ
た
の
で
、
高
校
へ
の
Ｐ
Ｒ

も
し
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

「
ピ
ア
ノ
が
な
く
て
困
っ
て
い

た
と
こ
ろ
に
教
育
後
援
会
さ
ん

が
手
を
差
し
伸
べ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
こ
の
夏
、
椎
名
先
生

に
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
選
ん
で

い
た
だ
く
予
定
で
す
。
同
窓
会

さ
ん
に
も
楽
器
を
寄
贈
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
本
当
に

あ
り
が
た
く
感
じ
て
い
ま
す
」

　

目
下
の
目
標
は
、
と
に
か
く

一
曲
で
も
演
奏
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
。
お
披
露
目
さ
れ
る

日
を
楽
し
み
に
し
た
い
。

※
部
員
募
集
中　

☎
０
４
７
・

３
５
５ 

・
５
１
２
０
本
間

応
援
し
よ
う
！

明
海
大
の

課　
外　
活　
動

◀
練
習
と
遊
び
の
メ
リ
ハ
リ
が

は
っ
き
り
し
て
い
る
部
員
た
ち
。

お
互
い
信
頼
し
あ
え
る
仲
間
だ
。

学
ん
で
ほ
し
い
で

す
。
彼
ら
は
ま
だ
ま

だ
だ
け
ど
、
大
き
く

変
わ
り
始
め
た
と
感

じ
て
い
ま
す
」
と
期

待
を
滲
ま
せ
る
。

 

「
実
践
を
考
え
て

コ
ー
ス
を
作
り
、
い

か
に
早
く
走
れ
る
か

▶
初
回
練
習
で
の
様
子
。
椎
名
豊

監
督
（
中
央
）、小
泉
副
学
長
（
左

端
）、
鈴
木
学
生
支
援
課
長
（
右

端
）、
本
間
勝
顧
問
（
椎
名
氏
左
）

◀
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
に
行
っ
た

り
も
す
る
部
員
た
ち
。
和
気
藹
々

と
し
た
「
絆
」
を
大
切
に
し
て
い

る
。

平成21年7月20日発行（年2回刊）
〈教育後援会だより〉

し お か ぜ
発行／明海大学浦安キャンパス教育後援会
〒279-8550　千葉県浦安市明海1丁目
電話047-355-5112　FAX047-355-2871
http://www.meikai-koenkai.com/

当会のホームページが
リニューアル

　３月末、教育後援会のホームページがリニューアル
オープンした。
　会報紙『潮風』の過去 20 年分がすべて PDF ファ

イ ル で 見 ら れ た り、
キャンパスの様子を伝
えるコーナーがあった
りと、これまで以上に
内容を充実させた。
　パソコンをお持ちの
方はぜひ「お気に入り」
に登録を !!

http://www.meikai-koenkai.com/

狙
い
は
関
東
リ
ー
グ
５
部
！

ラ
グ
ビ
ー
部

事務局からのお知らせ

４月から
吉田直孝新事務長が就任

　教育後援会と同窓会の事務長
に、2009 年４月から吉田直孝
さんが就任し、事務局のスタッ
フとともに、業務を行っている。
会議に関する調整や問い合わせ
の対応などのほか、この時期は
主に、９月から行われる各地区
の教育懇談会の手配や準備に大
忙しだ。

 「新浦安の近隣にお越しの際には、ぜひ大学にも気軽
に立ち寄ってみてください。すばらしい環境を実感し
ていただけると思います」と吉田さん。

卒業記念アルバムについて

　３月・９月の学位記授与式後に卒業生全員に記念と
して教育後援会から卒業アルバムが送付贈呈されま
す。返品を少なくするため左記の項目をご確認くださ
い。

　１　アルバム送料は着払い（個人負担）になります。
　２　お手元に届くのは 12 月から翌年１月を予定し
　　　ております。
　３　住所を変更した場合は必ず学生支援課に届出を
　　　行ってください。
　４　アルバムの発送は、国内限定のため、留学生は
　　　国内で受け取ることが可能な住所・友人等を届
　　　出ください。（個人写真の撮影時に受付）

体育会の成績
（6 月 30 日時点）

★サッカー部
・平成２1年度春季千葉県大学サッカー
　１部リーグ　4勝０敗 1位
・平成21年度千葉県大学サッカー選手権大会
　優勝（２年連続）
・平成21年度総理大臣杯全日本大学サッカー
　トーナメント関東代表決定戦進出
　1回戦敗退

★ヨット部
・平成21年度春季関東学生選手権大会
　決勝　６位入賞（昨年度は９位）

★空手道部
・第45回東日本学生空手道選手権大会
　男子団体組手　ベスト16
　女子団体組手　２回戦敗退
・第37回関東学生空手道選手権大会
　男子個人組手
　ベスト16（1名）、ベスト32（１名）

 

編
集
後
記 

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
以
降
、
就
職

環
境
は
劇
的
に
悪
化
し
て
い
ま

す
。
政
府
発
表
の
経
済
市
況
で

は
経
済
悪
化
に
歯
止
め
が
か
か

り
つ
つ
あ
る
と
さ
れ
て
は
い
ま

す
が
、
完
全
失
業
率
は
過
去
最

低
に
近
く
、
依
然
厳
し
い
状
況

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
企
業
が
ど
ん
な
人
材
を

求
め
て
い
る
か
、
答
え
は
一
つ

で
は
な
い
し
答
え
は
な
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
基

礎
学
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
・
倫
理
観
・
基
本
的
マ

ナ
ー
、
そ
し
て
何
よ
り
人
と
し

て
の
魅
力
は
必
須
で
し
ょ
う
。

　

一
緒
に
仕
事
を
し
た
い
「
魅

力
あ
る
学
生
」
で
あ
る
に
は
、

日
々
の
大
学
生
活
が
有
意
義

で
、
張
り
の
あ
る
も
の
で
あ
る

必
要
を
感
じ
ま
す
。「
楽
し
く

も
厳
し
い
大
学
」
そ
ん
な
理
想

に
近
づ
け
る
よ
う
、
私
ど
も
教

育
後
援
会
は
、
大
学
や
教
職
員

の
方
々
と
連
携
し
、
明
海
大
学

の
魅
力
向
上
に
協
力
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
ん
な
「
楽
し
く

も
厳
し
い
」
大
学
生
活
の
場
で

あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
を
よ
り
知
っ

て
い
た
だ
こ
う
と
、
キ
ャ
ン
パ

ス
の
全
体
像
と
施
設
関
連
を
取

材
し
ま
し
た
。
課
外
活
動
は

ヨ
ッ
ト
部
、
ラ
グ
ビ
ー
部
、
そ

し
て
世
界
的
な
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ

ス
ト
の
椎
名
豊
さ
ん
を
監
督
と

し
て
お
招
き
し
た
ジ
ャ
ズ
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
部
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

（
編
集
委
員
長　

印
南
彰
雄
）


